
 

 

１ 結果のポイント 

 

            

                            

全問題数：33問（選択式23問・短答式10問・記述式0問） 
・県平均正答率74.7％（選択式72.3％・短答式80.2％）で、平 
 成27年度に比べ下降し、全国値を0.9ポイント下回った。 
・３領域１事項において、県平均正答率が全国値をそれぞれ0.5～ 
 1.7ポイントの幅で下回っている。 

 
 
 
全問題数：9問（選択式5問・短答式1問・記述式3問） 
・県平均正答率66.2％で、昨年度から上昇したものの、全国値 
 を下回った。また、調査対象の２領域別において、全国値を 
 下回った。 
・記述式の3問中、平均正答率については、2問で全国値を上 
 回った。無解答率については全国値に比し、良かったのは１ 
 問である。 
 
 
 
・国語Ａ・国語Ｂとも正答率が全国平均以上の生徒は50.2％ 
 （前年度53.3％）、国語Ａ・国語Ｂとも平均未満の生徒は28.5％（前年度24.8％）であった。 
・生徒質問紙「調査問題の解答時間は十分でしたか」で、「ちょうどよかった」と答えた生徒は全国値より高か

った（国語Ａでは38.8％《＋8.1ポイント》、国語Ｂでは41.5％《＋5.3ポイント》）。 
・Ｄ層の生徒で、「解答を文章で書く問題がありましたが、最後まで解答を書こうと努力しましたか」に対し、

「書く問題は全く解答しなかった」割合は国語Ｂで、13.7％であった（昨年度比＋2.9ポイント）。 

中学校：国語Ａ 平均正答率(％) 

領域 大分県 全国 差 

話すこと・聞くこと 77.9  78.9  -1.0 

書くこと 73.2  73.7  -0.5 

読むこと 76.9  78.6  -1.7 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 73.2  73.9  -0.7 

全体 74.7  75.6  -0.9 

中学校：国語B 平均正答率(％) 

領域 大分県 全国 差 

話すこと・聞くこと ･･･ ･･･ ･･･ 

書くこと 58.2  58.3  -0.1 

読むこと 66.2  66.5  -0.3 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 ･･･ ･･･ ･･･ 

全体 66.2  66.5  -0.3 
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２ 課題が見られた問題と指導改善のポイント 

 

 

（１）話すこと・聞くこと  

 ①互いの発言を検討して自分の考えを広げる＜指導事項・話すこと・聞くこと2年オ＞ 

  Ａ□7 二（正答率59.5％・全国62.0％） 

 ・西さんは折り紙だけに言える良さを挙

げようとしている。 

 ・解答類型４の反応率は 32.2％である。

【黒板にまとめた意見】を基にしてそ

れまでの話合いの経緯を踏まえること

ができなかったため、また、「さらに

付け加えたい意見」を述べるという話 

  合いの目的が理解できなかったためと

考えられる。 

 ・話合いの際には、目的に沿って話し合

い、互いの発言を検討して自分の考え

を広げる必要があるが、その際、異な

るものの見方や不足していた視点など

に気付くように指導することが大切で

ある。 

 ・本問のように、互いの発言の内容を整

理した図や表を用いる、話合いの動画

を用いて、互いの発言について検討す

る、などの学習活動が考えられる。 

 ・指導に当たっては、平成25年度全国

学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ１二、平成26年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ６一に

係る授業アイディア例を参考にすること。 

 【参照】「平成28年度全国学力・学習状況調査報告書」45～47ページ 

 

（２）書くこと 

 ①文章を読み返し、文の使い方などに注意して書く＜指導事項・書くこと2年エ＞ 

  Ａ□4 一（正答率64.5％・全国64.7％） 

 ・文章を読み返し、文の使い方などに注意して書くことができるかどうかをみる設問である。 

 ・平成25年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ３二(1)で、「文と文の意味のつながりを考えながら、  

接続語を使って内容を分けて書くことができるかどうかをみる」ことに課題が見られたことをうけての出

題。 

 ・解答類型２の反応率は21.1％である。これは、一つの文の中に二つの内容があることは捉えているが、二

つの内容の文の中での役割の違いや書き直した意図については理解できていないためと想定される。また、

「引用」というような国語科の学習用語を十分に理解していないということも予想される。 

 ・山田さんの文を整理すると 

  ①南極点は－50℃、北極は－18℃。 

  ②一般に海と陸とでは、陸の方が冷たくやりやすい性質がある。 

  ③標高が高い方が気温が低くなる。 

  ④南極点は大陸にあり、北極点は海にある。 

  ⑤南極点の標高は2800メートルで、北極点は海面と同じ。 

中学校：国語Ａ 

折り紙だけの

良さを発信し
たい、という
う思い。 

一緒に行うことで交流が深まるのは共通 



  となるが、推敲まえの文章では、③

の内容と④の内容とが一つになっ

ていて、わかりにくい文になって

いることが分かる。 

 ・推敲する際には、読み手の立場から

も見直すように指導する必要があ

る。その際、語句や文の使い方、

取り上げた事例等が読み手にとっ

て分かりやすいかなど、具体的な

観点を示して指導することが大切

である。 

 ・また、実際の指導にあたっては、本

問を教材として、書き直す意図や

適否について互いに検討し合った

り、書き直す前後の違いについて

意見を出し合ったりする学習活動

も有効である。 

 

 

 

 

（３）読むこと 

 ①文章の構成や展開について自分の考えをもつ＜指導事項・読むこと1年エ＞ 

  Ａ□6 二（正答率64.7％・全国67.3％） 

 ・筆者はまず、「自然界には優れた『包装』がたくさんあります。」

と述べた上で、その具体的な例として「蓮の種」「動物の卵」など

を挙げ、その仕組みを説明している。 

 ・解答類型１の反応率は17.4％である。これは、文章中の「開発」

や「仕組み」という言葉に着目することはできているが、それらが

どのようなに用いられているのかについて適切に捉えられなかった

ものと考えられる。 

 ・説明的な文章を読む際には、文章の構成や展開、表現の特徴を分析 

的に捉え、その工夫や効果について自分の考えをもつことが大切で

ある。そのような読みに関する視点を持つことが読む力の汎用性を

高め、初見であっても展開や表現上の特徴を的確に捉える力を伸ば

すことにつながる。 

 ・また、指導の具体としては、文章の中心的な部分と付加的な部分、

事実と意見などとを読み分けることができるようにすることが挙げ

られる。例えば、図や表を用いながら情報を整理して段落ごとの内

容を捉え、文章全体がどのように構成されているかについて自分の

考えをもつなどの学習活動が考えられる。 

【参照】「平成28年度全国学力・学習状況調査報告書」42～44ページ 

  
 
 
 
 

それぞれの文の働きを的

確に分析する力も必要 



ここに着目する 

 ②奥付を使って本についての情報を得る＜指導事項・読むこと1年カ＞ 

  Ａ□8 二（正答率57.1％・全国62.4％） 

 ・本問は、奥付の特徴や役割について理解し

たり、資料を活用するときの留意点につ

いて、奥付を使って考える力を見たりす

る設問である。 

 ・【奥付】から、この本の発行は2003年で

あり、現在から10年以上たっている。こ

の資料集を活用する場合、掲載された内

容が、いつの時点のものであるのか、等

に留意すべきである。 

 ・解答類型１の反応率は10.7％である。こ  

  れは、著者と発行者の違いについて正しく  

理解していないものと考えられる。著者

は、本の文章を書いた人、発行者はその

本を発行する場合の代表者というとらえ

ができるように指導しなければならない。 

 ・解答類型４の反応率は23.8％である。  

【奥付】に「無断で複写・複製するこ

と」を禁じる内容が書かれていることは

捉えているが、著作権の尊重や保護につ

いては理解できていないものと考えられ

る。このことは書くことの指導にもあたるので留意されたい。 

 ・情報を収集する際には、書かれている情報が目的に合っているかどうかを確かめるように指導する必要があ

る。資料集や年鑑の「目次」や「索引」などに着目して、自分の求めている情報を得ることができそうか

見当を付けたり、「奥付」の発行年月日を目安にして、示されているデータの時期を確認したりするなど

の学習活動が有効である。 

 ・引用する際には、小学校での学習を踏まえて、かぎ（「 」）でくくることや出典を明示することなど、著

作権を尊重し保護するように指導する必要がある。 

【参照】「平成28年度全国学力・学習状況調査報告書」49～50ページ 
 

（４）伝統的な言語文化と国語の特質に関する指導事項 
 ①文脈に即して漢字を正しく書く＜指導事項・伝・国2年（1）ウ（イ）＞ 
  Ａ□9 一２   

         今までにないドクソウ的な考え方だ。 

 

 ・「独創」と書いている生徒は22.7％であり、「独」のみ正しく書いている生徒は59.4％で、正答の約三倍  

  の生徒がいたということになる。二つの字ともに小学校第６学年の配当漢字である。 

 ・誤答としては、「独走」、「独奏」などが挙げられる。漢字には、いくつかの意味があることを踏まえ、熟

語におけるそれぞれの意味を正しく捉え、書くことの力が問われている。 

 ・指導として、漢字単体で考えさせるのではなく、文脈に即した語として正しい字を使用する機会を様々な形

で生徒に与えることが必要である。 

 ②語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う＜指導事項・伝・国1年（1）イ（ウ）＞ 
  Ａ□9 三ウ／オ  

         ウ 弟子を手塩に（１まいて ２ひいて ３かけて ４にぎって）育てる。 60.2％ 

         オ 会長候補として白羽の矢が（１立つ ２刺さる ３飛ぶ ４向かう）。 49.1％ 

 ・ウの解答類型１の反応率は25.8％、オの解答類型３の反応率は28.1％である。これはいう慣用句の意味が



ここにある熟語以外で同じ意味で使用さ

れている言葉を考えさせることも有効 

理解できていないものと考えられる。 

 ・慣用句は、基礎的な知識として覚えておくべきものである。そのためにも、普段から使用する場面を意図的

に作る、読書をしてその中で、基礎的な言葉の知識を付けていくことが大切である。 

 ・また、教師が意識的に慣用句やことわざなどを用いて話したり、掲示物や配付物に取り入れたりするなど、

言語環境を整えることも効果的である。 

 ・さらに、覚えるべき事項は徹底して覚えさせる指導（授業時間の取り立て指導、朝や放課後の補充学習、家

庭学習等）も重要である。 

 ・指導に当たっては、平成21年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８三、平成24年度全国学力・学

習状況調査【中学校】国語Ａ７三、平成26年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８三に係る授業

アイディア例を参考とすること。 

 

③辞書を活用し、漢字が表している意味を正しく捉える＜指導事項・伝国1年(1)イ(イ)＞ 
  Ａ□9 四ア／イ（正答率59.5％・全国60.3％／正答率60.1％・全国62.8％） 

・解答類型４の反応率はアが25.0％、イが26.5％である。一つの 

漢字がもつ複数の意味を熟語の意味と結び付けて適切に捉えられな

かったものと考えられる。 

・漢字には、一つの文字に複数の意味が備わっているものが多くあ

る。漢和辞典を用いて調べる学習活動などを通して、熟語の意味と

結び付けながら適切に捉える必要がある。 

・また、語句のもつ辞書的な意味を確認するだけではなく、文脈に

即して意味を捉えたり、適切に用いたりすることができるように指

導することも大切である。 

・さらに、例示されている熟語以外で、その意味を使った熟語はな

いのか、など派生的な指導も考えられる。いずれにせよ、辞書等を

使用させながら、意図的に熟語の意味に触れる機会を中学校段階で

も持つことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 ④文の成分の照応について理解する＜指導事項・伝国2年(1)イ

(ウ)＞ 

  Ａ□9 五（正答率52.9％・全国50.8％） 

 ・解答類型３の反応率は26.3％である。これは、指示語がどうい

うものかについて具体的な語句と結び付けて理解できていないも

のと考えられる。 

 ・語順の違いによって伝わり方がどのように変わるのかについて考

えることなどを通して、文の成分の順序に関心をもつことができ

るように指導する必要がある。 

 ・また、主語と述語、修飾語と被修飾語などの文の成分の名称と結

び付けながら確認することが大切である。 

 ・平成27年度全国学力・学習状況調査【中学 校】国語Ａ９四に

係る授業アイディア例も参考にすること。 

 

「とても」がどの語にかかっていくのかの

見極めをさせ、その違いを確認すること 



 ⑤文字の形や大きさ、配列に注意して書く＜指導事項・伝・国1年（2）ア＞ 
  Ａ□9 六 （正答率32.1％・全国36.4％） 

 ・【Ａ】と【Ｂ】と比較すると「想」という字の字

形を整えたり、用紙の大きさと文字のバランスに

注意していることが分かる。 

 ・書写の学習では、手本を臨書させるだけでなく、

書いたものについて生徒が互いに評価し合う場面

を設けることが考えられる。 

 ・本問のような特徴的な事例を示し、全体で観点を

確認した後、個人やグループで書いたものを検討

するなどの学習活動が有効である。 

 ・また、社会生活の中で見られる文字の大きさや配

列の工夫などについて適宜取り上げ、目的や必要

に応じて効果的に書くことを意識させることも大

切である。 

 ・大分県公立高等学校入学者選抜でも同様の主旨 

の問いが出題されている。様々な学力調査問題の

動向から、求められている学力を再確認すること

も必要である。 

 

 

【参照】「平成28年度全国学力・学習状況調査報告書」47～60ページ 
 

 

（１）書くこと・読むこと 
①文章の構成や表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えを具体的に書く 

中学校：国語Ｂ 

どうしてこのようにしたのか

の意図を考えさせる 

漢字と仮名の大きさのバラン

スを意識させること 

それぞれの工夫や効果を

具体的に挙げる 

表裏を比較し、工夫や効果を探

る手がかりとする。 



 ＜指導事項・書くこと2年ウ＞ ＜指導事項・読むこと2年ウ＞ 
 Ｂ□1 三（正答率68.2％・全国68.0％） 
・本問では、ちらしの表現の工夫とその効果について説明する場面を取り上げ、ちらしの表面と裏面から表現

の工夫や効果について書かせる力を問うている。 
・正答の条件としては、設問中の条件１～３を満たしているかということになる。 
 （正答例①）表は、日付を大きく示していて、開催期間が把握しやすい。裏は、「……ませんか」と呼びか 

ける表現を用いていて、親しみがわきやすい。（64字） 
 （正答例②）表は、器のイラストの中に文字が書いてあり、タイトルの印象が強い。裏は、展示内容や関連

イベントという項目が設けてあり、伝統文化展の第一期の全体像がよく分かる。（79字） 
 （正答例③）表は、大きな器があり目を引きます。裏は、図があり室内の順路が分かりやすくなっています。   
      （44字） 
 これらは、文章の構成や表現の工夫を捉え、その効果について根拠を明確にして自分の考えを具体的に書く

ことができているものである。 
・誤答のうち、「【博物館のちらし（表）】と【博物館のちらし（裏）】の表現の工夫と、その効果を具体的

に書いて」いないものが22.5％あった。 
 （誤答例①）表は、開館時間や料金、場所について重要なことが書いてあります。裏は、うるしや関連イベ  
       ントの内容について書いてあります。（60字） 
  表現の工夫は捉えているが、その効果について書くことができていない。 
 
 （誤答例②）表は、日付や場所が大きく書かれていてよい。裏は、展示内容や関連イベントが書かれていて  
       よい。（46字） 
  表現の工夫は捉えているが、その効果について具体的に書くことができていない。 
 
 （誤答例③）表は、工夫がたくさんしてあるので、見た人の印象に残るという効果がある。裏は、表と違っ  
       た工夫をしているので、興味がわきやすいという効果がある。  
  表現の工夫を具体的に書いていない。 
・文章の構成や展開、表現の仕方とその効果について考えることは、 
 ア 様々な文章を目的に沿って読むこと 
 イ 自分で文章を書く際に目的に応じて表現の工夫をすること 
 の力を付けることになる。 
・実際の指導として、ちらしやポスターなどを集め、構成や展開、表現の仕方について分析し、書き手の目的

や意図を考えたり、その効果について考えたりするなどの学習活動、実際に学校生活などに関わるちらし

を作成し、書き手の立場で表現の工夫について説明したり、読み手の立場でその工夫が効果的かどうかに

ついて検討したりするなどの学習活動が考えられる。 
・考えたことを文章にまとめる際には、どの部分に着目してどのような効果があると考えたのかなどについて、

具体的に書くように指導する必要がある。 
・平成26年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語に係る授業アイディア例」P.９～P.10、「言語活動の 

充実に関する指導事例集～思考力、判断力、表現力等の育成に向けて～【中学校版】」も参考とすること。 
 

【参照】「平成28年度全国学力・学習状況調査報告書」64～68ページ 
 
 
 
 
 
 
 



（２）読むこと／書くこと・読むこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 本問では、雑誌の記事の構成や内容を理解し、課題を見出し、その解決のために学校図書館を活用してどのよ

うに情報を収集するかについて考えるかということについて問うている。 
 
①文章の構成を捉えること＜指導事項・読むこと1年エ＞ 
 Ｂ□2 一（正答率64.4％・全国64.9％） 
・Aには、仕組みと実現の可能性、Bは仕組みを図示したもの、

Cは利点が書かれている。 
・解答類型１の反応率は14.8％である。ＢがＡの内容を補って

いることは適切に捉えられなかったためと考えられる。 
・解答類型４の反応率は11.5％である。Ｃが宇宙エレベーター

に係る利点について述べていることは適切に捉えられなかっ

たものと考えられる。 
・それぞれの部分に書かれている内容については、理解している

が、他の部分とどのように関係してくるのか、ということに

ついては、理解できていないということである。 
・説明的文章には、図表やグラフ、写真やイラストなどの資料が

使われていることがある。図表が文章の本文のどの部分 
 と関連しているのかを確認し、文章全体の構成を捉えることが

できるように指導する必要がある。 
・指導にあたっては、図表が使われている文章を読み、それぞれ

の図表の効果や働きを捉えるなどの学習活動が考えられる。 
・説明や記録の文章を書く際には、図表などの効果的な用い方に

ついて考えるように指導することも有効である。 
 

設問二については、ここを根拠に 



② 目的に応じて文章を要約することができるかどうかをみる＜指導事項・読むこと1年イ＞ 
 Ｂ□2 二（正答率64.2％・全国64.0％） 
・【雑誌の記事】それぞれの部分で 
 ア「大量輸送もOK」･･･大量輸送が可能 
 イ「ケーブルで地上と宇宙を結ぶ」･･･モーターで動く 
 ウ「ロケットよりも安い費用」･･･電力で動かす 
 ということが述べられている。 
 アから選択肢２、イウから選択肢４が正答となる。 
・資料を読む際には、目的や必要に応じて情報を選択し整理す

ることが大切である。線を引いたりメモを取ったりしながら、

文章の一部分にとどまることなく、全体から情報を取り出す

ことができるように指導する必要がある。 
・実際の指導にあたっては、目的に応じて必要な情報を取り出

しながら資料を読み、取り出した情報を整理するなどの学習

活動が考えられる。 
 
②課題を決め、それに応じた情報の収集方法を考える 
 ＜指導事項・書くこと1年ア＞ 
 ＜指導事項・読むこと1年カ＞ 
  Ｂ□2 二（正答率50.2％・全国49.2％） 
・課題を決め、それに応じた情報の収集方法を考える力を問う 

設問。平成25年度調査で、同様の課題が見られたことからの出題。 
・【雑誌の記事】から課題を発見し、その課題解決のための情報収集の方法を問うている。 
・正答の条件として 
 条件① アに、【雑誌の記事】を読んで「宇宙エレベーター」について疑問に思

ったことを一つ書いている。 
 条件② アに、「なぜ」、「どのような（に）」、「どのくらい」という言葉の

いずれかを使って、二十字以上、四十字以内で書いている。 
 条件③ イに、必要な本の探し方を二つ書いている。 
 が挙げられる。 
・条件①を満たした（アに書く内容は正答である）生徒は83.7％であるため、記

事を読んで、そこから課題を見出すことはできていると考える。 
・条件③を満たしていない（イに書く内容が正答でない）生徒は32.5％であり、

本の検索の仕方を正しく書くことに課題があると言える。 
 （誤答例①）宇宙についての本を探す。 
 （誤答例②）宇宙エレベーターについて書かれた本を探す。 
・情報を収集しながら課題の解決を図るには、様々な情報手段、学校図書館などを

活用する必要がある。課題の解決までの見通しをもち、状況に応じて適切な情

報収集の方法を選択するように指導することが大切である。 
・学校図書館の利用に当たっては、小学校での学習内容を踏まえ、日本十進分類法

や本の配置についての知識を生かしたり、コンピュータを使って検索したりす

るなど複数の情報収集の方法を考えるように指導することが重要である。 
・平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授業アイディア例P.９～P.10、「言語活

動の充実に関する指導事例集～思考力、判断力、表現力等の育成に向けて～【中学校版】」P.35～P.36を

参照のこと。 
【参照】「平成28年度全国学力・学習状況調査報告書」67～74ページ 

 



（３）読むこと／書くこと・読むこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①目的に応じて必要な情報を読み取る 
 ＜指導事項・読むこと1年カ＞ 
Ｂ□3 二（正答率63.4％・全国64.7％） 
・目的に応じて必要な情報を読み取るこ

とができるかどうかをみる問いである。 
・「２」と解答した生徒が20.3％、

「３」と解答した生徒が11.2％であ

る。【図鑑の説明】は石油ランプにつ

いてのページであるので、石油ランプ

についての言葉しか、分かることはで

きない。 
・「１」～「３」はいずれも電気に関す

る記述となるので正答にはならない。 
・文学的な文章は生徒にはなじみの薄い

事柄や風習、道具などが描かれていた

りするものもある。その際には、意味

が分からない言葉を辞書で調べたり、

叙述に関する知識を補うことができる 
 資料を参考にしたりしながら読み進め 
 ることが大切である。 
・必要な資料を生徒自身が収集するなど、主体的に学習を進めることができるように指導することも重要であ

る。 
・「複数の資料から必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる」問題として、平成26年度全国学

力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２二があるので参考とすること。 



③本や文章などから必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを書く 
 ＜指導事項・書くこと1年ウ＞＜指導事項・読むこと１年カ＞ 
Ｂ□3 三（正答率56.3％・全国57.7％） 

 ・本問は、関連する資料を参考にしながら物語の内容の理解を深める場面の設定をしている。

【図鑑の説明】を手掛かりにして、【物語の一部】を読み、分かるようになったことを

【図鑑の説明】を根拠として適切に取り上げて書く力を問うている。 
 ・正答としては以下のようになる。 
  （正答例） 
   図鑑の説明から、天井が煤で真っ黒になっているのは、

ほやの上の口から煤が出るため であることが分かりま

した。 
    ↓ 
   〇よく分かるようになったこと 
    天井が煤で真っ黒になっているのは、ほやの上の口か

ら煤が出るためであること 
   〇【図鑑の説明】 
 ・誤答例としては以下のようになる。 
  （誤答例①）「へんてこれんなもの」というところが、図  

鑑を見て分かるようになった。 
   【図鑑の説明】の内容を適切に取り上げて書くことがで

きていない 
  （誤答例②）真昼のように明るくなったところについてよ

く分かった。石油ランプのかさの部分で光が 
        反射し、よりいっそう明るくなったというこ 
        とだ。 
   電灯に関する叙述をランプに関する叙述と混同している 
  （誤答例③）「明かりが揺れたり消えたりせず、部屋全体を照らす」ことが分かった。 
   【物語の一部】の    の中のどの部分についてよく分かるようになったのかを明確にして書くこと

ができていない。 
 ・文学的な文章を読む際に、必要に応じて語注や脚注、百科事典や図鑑などの資料を参考に得た情報を補足す

ることによって、場面の様子などについてより想像を広げたり理解を深めたりすることができる場合があ

る。そのためには適切な情報収集の方法を身に付けることが大切である。 
 ・資料から得た情報を踏まえることで理解が深まった内容について、根拠を明確にして説明し合うように指 
  導することも重要である。その際、根拠として示した内容が自分の考えや気持ちを支えるものになるよう指

導する必要がある。 
 ・実際の指導に当たっては、「平成 21 年度【中学校】授業アイディア例」P.５、「平成 21 年度【中学校】

報告書」p.221、「平成 25 年度【中学校】授業アイディア例」P.11～P.12、「平成 26 年度【中学校】授業

アイディア例」P.13～P.14、等を参考にすること。 
 

【参照】「平成27年度全国学力・学習状況調査報告書」75～80ページ 

 

 

 



３ 指導の改善のポイント（全体を通して） 

（１）更なる言語活動の充実 

 ①国語科は、児童生徒に付けたい力を付けるために、言語活動を単元全体で取り扱い、言語活動を通して

指導事項を指導する教科である。言語活動を設定した授業改善が進みつつあるが、今後も、更なる言語活

動の充実を図り、不断の授業改善を推進していくという方針は不変である。 

  ※伝統的な言語文化や国語の特質に関する学習の際、取り立て指導を行うことは有効な手段である。   

   学校質問紙「（72）調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、漢字・語句など

基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか」で肯定的回答は99.1％であった。 

   その取組を有効にするために、そのコンテンツの選択、指導事項の定着のための手段の構築が求めら

れる。 

  ※基礎基本の積み上げだけでは活用する力は向上しないことは言うまでも無い。 

  課題解決的な展開をめざす言語活動を行っているかどうかについての生徒質問紙 

 質問と肯定的な回答の割合 Ｈ27 Ｈ28 

６６ 国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、
書いたりしていますか 56.3％ 61.5％ 

６７ 国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の
組み立てを工夫していますか 50.0％ 54.5％ 

６８ 国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように
気を付けて書いていますか 63.2％ 65.2％ 

 

   生徒質問紙から、国語の授業改善に対する指導者の意識は高まっていると判断できる。ただし、Ｂ問

題の記述式の設問については、正答率が70％を超えていないことから、記述の中に必要な情報が入っ

ているのかなどを、的確に指導することが必要である。また、必要な情報は文章中のどこにあるのかを

素早く見付ける力を付けることも必要であり、そのため、ある程度の字数のまとまった文章を、目的を

もって読ませる指導が必要と言える。 

 

 ②中学校国語科においては、付けたい力（指導事項）を明確にした単元が構築されるなど授業改善が進み

つつある。しかしながら、以下のような問題点が見られることが多い。 

    ▼言語活動が当該単元で付けたい力にふさわしいものでないこと 

    ▼単元の評価規準と指導過程の評価規準に整合性がないこと 

    ▼課題解決的な言語活動を設定しているように見えても、教師主導による詳細な読解から脱却 

  その解決のための基礎作業として、教育課程編成時に、 

   ❶マトリクス型の年間指導計画を作成し教材と指導事項を確認すること 

   ❷学習指導要領の言語活動例の確認すること 

  の２点は、必ず行うべきものである（❶は年度内に随時見直しを行うことも重要）。 

 

 ③また、望ましい言語活動や具体的に付けるべき力をイメージするために、 

  〇全国学力・学習状況調査の調査問題 

  〇「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた    

授業アイディア例」 

   http://www.nier.go.jp/jugyourei/ 

  〇中学校国語科指導資料（県教委作成） 

  〇公立高等学校入学者選抜学力検査 

  等を参考にすることも必要である。 

   

 



（２）多様な図書資料等を活用する授業の推進 

 ①目的に応じた言語の能力を身に付けさせるために、国語科の教科書だけでなく、多様な図書資料等（書

籍、新聞、その他のメディアからの情報）を用いることが必要である。 

 

 ②多様な図書資料等を活用する中で、例えば必要な情報を素早く見付ける読みや、必要な部分のみを詳細

に分析する読みの指導が可能となる。 

  ※学校質問紙「（45）調査対象学年の生徒に対して前年度までに、本やインターネットなどを使った資

料の調べ方が身に付くよう指導しましたか」･･･肯定的な回答 80.0％ 

 

 ③自分の考えを深めたり広げたりするためにも学校図書館等を利活用し、多様な情報を関連づけて読むこ

とに指導に当たることが必要である。学習指導要領の言語活動例を参考にし、情報を活用して、条件に

応じて自分の意見や考えを表現する活動の充実を図るとともに、考えを深めたり広げたりする「交流」

の場面を単元の中に効果的に位置付ける指導が求められる。 

   例  本の帯やポップ作り ブックトーク ポスターセッション  

  ※学校質問紙「（24）調査対象学年の生徒に対して、前年度に、図書館資料を活用した授業を計画的に

行いましたか」･･･肯定的な回答 15.8％→改善が求められる。  

 

 ④また、不読者をゼロに近づける取り組みが必要である。 

 

 質問紙 「あなたはこの１か月の間に本を何冊くらい読みましたか。」（単位は%）※県調査 

 ０冊 １～２ ３～４ ５～６ ７～８ ９～10 11～20 21～30 31 以上 その他 

県（28 年度） 21.1 38.1 18.5 8.2 3.6 3.9 3.0 1.1 2.1 0.2 

県（27 年度） 17.3 39.9 19.5 8.8 4.1 3.8 3.3 1.1 1.9 0.3 

県（26 年度） 17.8 38.6 19.9 9.4 3.9 3.8 3.3 1.2 2.1 0.1 

 

・１か月で１冊も読まないいわゆる「不読者」の割合は、昨年度から大幅に増加した。まとまった量の文章

を素早く読むことが苦手な生徒の学力を育成する基盤として、本に慣れ親しませることが求められる。ま

た、豊かな思考には豊かな語彙形成が不可欠であり、それを促すという視点で、読書指導を見直すことも

必要である。 

・生徒質問紙「（18）昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を読

んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図書館にどれくらい行きますか」 

  ①だいたい週に４回以上行く         2.8％ 

  ②週に１～３回程度行く           7.2％ 

  ③月に１～３回程度行く          12.6％ 

  ④年に数回程度行く            22.4％ 

  ⑤ほとんど、または、全く行かない     54.8％  

 という結果である。自ら本に手を伸ばす生徒の育成を図る必要がある。     

 

 ④また、言語活動を取り組むために必要な事典や辞書が生徒の手に取りやすい場所に設置することも必要

である。 

 

 

 

 

 

 



（３）「めあて」の設定や指導にいかすことができる「より具体的な評価規準」の設定 

 ①単元の評価規準→指導過程の評価規準→本時の評価規準という道筋で、より具体的な評価規準（概ね満

足できる状況）を設定することが求められる。 

 

 ②この具体的な評価規準から本時のめあてを設定すること、また、評価規準に基づき、「Ｃ 努力を要す

る状況」の生徒を見極め、「Ｂ 概ね満足できる状況」になるよう効果的な支援を行うことが必要であ

る。 

 

 ③学習の見通しをもたせ、学習の意味づけをさせることは有効であることから、「めあて－振り返り」、

「課題―まとめ」を提示したり、考えさせたりすることは大切である。 

 

（４）その他、国語科授業で取り組むべきこと 

 ①必要な言葉を使用し、言葉で思考を深めることが必要である。また、どのように思考するのかをきちん

と理解させるためにも、例えば「要約」とはどのようなことであるのかを理解させておく必要がある。 

  

 ②少なくとも、中学校で使用する教科書に掲載されている学習

用語は、その学年で確実に理解させることが大切で、既習の

用語は授業で使わせ、指導者があいまいな言葉を使わないよ

うにしなければならない。 

 

 ③また、小学校現場で行われているような学習用語の掲示   

も有効な取り組みである。 

  

 ④言語活動の成果物を掲示や展示することも効果がある。作成

したものを互いに見ることで、励みになるとともに、ものの見方や考え方が広がる契機もなる。 

  

 ⑤必要や目的に応じて、様々な記述をする活動をすることが求められる。記述は、「書くこと」の指導だ

けでなく、３領域の力を向上させるのに効果がある。 

  例（話す・聞く）インタビュー等の取材メモ、スピーチ原稿等 

   （書くこと）鑑賞文、図表などを用いた説明・記録、案内、意見文、批評文 

   （読むこと）文章を読んで解釈し、自分の考え（感想や意見、評価、批評等）を明確に書くこと。目

的に応じて本文を引用したり要約したりすること。 

  また、「活用」に課題がある場合に求められる工夫として、条件に即応して記述しなければならな   

い場面を設定することがある。時間・字数・文章の形態や種類・文体（常体・敬体・一人称・三人   

称等）・テーマ・対象・使 用語彙・要約・引用・例示・技法（反復・倒置・比喩・反語等）・構   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大分合同新聞のＮＩＥのページより 
http://www2.oita-

press.co.jp/nie/worksheet/ 

成等、条件を踏まえる必然性のある活動を設定する。 

 

（５）学校全体で取り組むべきこと 

①漢字や語句、文法、表現技法等の習得 

・漢字や語句、文法等の確実な習得には、繰り返し練習が不可欠である。特に漢字は一度覚えても使     

わなければ忘れてしまう。繰り返し学習できる環境を学校全体で整えることが大切である。 

・家庭学習等で行わせることも有効である。家庭学習の手順等を生徒に指導することはもちろん、家庭と

の連携をさらに密にしていく必要がある。 

※学校質問紙と生徒質問紙との比較を行い、家庭学習が定着しているか、取組の検証を。 

 学校質問紙 92・96～100 

 生徒質問紙 21～25      

  

②全校一斉読書や各教科における学校図書館の活用 

・様々な力を下支えするものとして、活字に親しむことが

必要である。その際、文学的文章だけでなく科学的な読

み物等にも手を伸ばすように指導する必要がある。 

・また、学年が上がるに従って、本だけでなく、新聞、イ

ンターネット、テレビ、ラジオ等の様々な情報を利活用

することも求められる（【例】右のような各新聞社から

配信されるワークシートを短時間で行う）。そのため

に、国語科だけでなく、各教科や領域において、図書館

の利活用の推進をしなければならない。 

・また、第３学年では時間の確保が難しく、一斉読書を行

わない学校が多い。望ましい読書習慣を身に付けさせる

上からも、中学校における一斉読書活動の実施の必要が

ある。例えば、読書時間を確保するための工夫として以

下のような取組が考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書時間の確保のための工夫の例 

①読書活動とプリント学習を連続して行う。 

 ・７：５５～８：１０ 読書（生徒は登校後、すぐに読書を開始する） 

 ・８：１０～８：２５ 各教科の補充プリント 

 という時間で取り組む。これにより、生徒は最低１５分間の読書を行うことになる。 

②読書を行う曜日を固定しない。 

 朝の学習時間のうち、週数日を読書に充てる。ただし、読書をする曜日は固定せずに、考査等の 

 計画を考慮しながら、読書を多く行う週とプリント学習を多く行う週とを設定する。 

③生徒会活動と連動する。 

 生徒会（図書委員会）の主導で、昼休みに学年全体で読書をする時間帯を設定する。 



（６）地域や学校で取り組むべきこと 

 ①全国学力学習状況調査についての研修会 

 ・教科担任等が、全国調査の結果分析を行うことはもちろんであるが、これを今後の指導の充実に資するもの        

にするために、学校や地域全体で、情報を共有し、指導改善のベクトルを揃えることが重要である。そこ

で以下のような研修会を、学校や地域で開くことが必要になってくる。 

  （研修の例） 

   ❶調査結果を受け、学校や地域において、正答率が低い問題や無解答   

率が高い問題を参加者全員で解く。 

   ❷「解説資料」「調査結果資料」中にある問題についての解説や解答

類型等を読む。 

   ❸上記❶❷から、何が指導の重点になるのかを協議する。 

   

 ②自校採点や各地域での採点 

 ・上記①の研修をより効果的なものにするために、正式な結果を待つのではなく自校や各地域で採点を行うこ

とも一考すべきである。採点することで、一人一人の定着状況を把握・分析し、個に応じた指導に生かす

ことができ、授業改善 が促進されるという利点がある。 

 ・また、採点を通して、学習指導要領を踏まえた学習内容や、国がどのような学力を求めているのかを改めて

知ることができる。 

 ・自校や地域で採点をするとき、特に留意すべきなのが、一部の人間のみで行わないということである。自校

や地域の課題を知るには、対象学年の担任や教科担任だけでなく、基本的に全員で行うことが不可欠であ

る。 

 


